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九州北部豪雨の報告について九州北部豪雨の報告について九州北部豪雨の報告について九州北部豪雨の報告について
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平成29年7月九州北部豪雨 【降雨状況】 福岡県
FukuokaPrefecture

≪ 県 土 整 備 部 ≫

〇〇〇〇 福岡県の福岡県の福岡県の福岡県の朝倉朝倉朝倉朝倉市、東峰村を中心としたエリアにおいて、市、東峰村を中心としたエリアにおいて、市、東峰村を中心としたエリアにおいて、市、東峰村を中心としたエリアにおいて、わずか９時間で７７４わずか９時間で７７４わずか９時間で７７４わずか９時間で７７４mmmmmmmmというというというという、、、、短時間に記録的豪雨を観測短時間に記録的豪雨を観測短時間に記録的豪雨を観測短時間に記録的豪雨を観測

＜福岡県観測：朝倉市黒川（北小路公民館観測所）＜福岡県観測：朝倉市黒川（北小路公民館観測所）＜福岡県観測：朝倉市黒川（北小路公民館観測所）＜福岡県観測：朝倉市黒川（北小路公民館観測所）7777月月月月5555日日日日12121212時時時時からからからから21212121時時時時＞＞＞＞

⇒⇒⇒⇒ 観測史上最大の記録であ観測史上最大の記録であ観測史上最大の記録であ観測史上最大の記録であるるるる１２時間雨量１２時間雨量１２時間雨量１２時間雨量７０７７０７７０７７０７mmmmmmmmをををを上回る雨量上回る雨量上回る雨量上回る雨量＜＜＜＜気象庁気象庁気象庁気象庁観測：東京都（観測：東京都（観測：東京都（観測：東京都（大島大島大島大島観測所）平成観測所）平成観測所）平成観測所）平成25252525年年年年10101010月月月月16161616日日日日＞＞＞＞

⇒⇒⇒⇒ 朝倉市の朝倉市の朝倉市の朝倉市の７月平均月間雨量の２倍を超える雨量７月平均月間雨量の２倍を超える雨量７月平均月間雨量の２倍を超える雨量７月平均月間雨量の２倍を超える雨量

※ H24.7.11〜14 ⼋⼥市⿊⽊観測所

今回の豪雨 九州北部豪⾬
※

最⼤時間⾬量 １２４１２４１２４１２４mm/h ９４９４９４９４mm/h

⾬   量 ７７４７７４７７４７７４mm（９ｈｒ） ６８１６８１６８１６８１mm（７２hr）

平  均  ⾬  量 ８６８６８６８６mm/h ９９９９mm/h

（平成24年7月）
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平成29年7月九州北部豪雨 【被害状況】 福岡県
FukuokaPrefecture

≪ 県 土 整 備 部 ≫

〇〇〇〇 福岡県における死者行方不明者３９名のうち、福岡県における死者行方不明者３９名のうち、福岡県における死者行方不明者３９名のうち、福岡県における死者行方不明者３９名のうち、朝倉朝倉朝倉朝倉市、東峰村における死者行方不明者は３８名市、東峰村における死者行方不明者は３８名市、東峰村における死者行方不明者は３８名市、東峰村における死者行方不明者は３８名

〇〇〇〇 家屋被害のうち、家屋被害のうち、家屋被害のうち、家屋被害のうち、全壊及び半壊した家屋は全壊及び半壊した家屋は全壊及び半壊した家屋は全壊及び半壊した家屋は１，１０４１，１０４１，１０４１，１０４件、床上及び床下浸水は６０件、床上及び床下浸水は６０件、床上及び床下浸水は６０件、床上及び床下浸水は６０８８８８件件件件 ＜平成＜平成＜平成＜平成29292929年年年年12121212月月月月28282828日日日日 時点＞時点＞時点＞時点＞

〇〇〇〇 公共施設被害額は約１，１００億円公共施設被害額は約１，１００億円公共施設被害額は約１，１００億円公共施設被害額は約１，１００億円で、で、で、で、平成２４年九州北部豪雨による被害額の３平成２４年九州北部豪雨による被害額の３平成２４年九州北部豪雨による被害額の３平成２４年九州北部豪雨による被害額の３倍を超え倍を超え倍を超え倍を超え戦後最大規模戦後最大規模戦後最大規模戦後最大規模

特に、特に、特に、特に、朝倉市管理施設（約１７倍）、東峰村管理施設（約１２倍）での被害が著しい朝倉市管理施設（約１７倍）、東峰村管理施設（約１２倍）での被害が著しい朝倉市管理施設（約１７倍）、東峰村管理施設（約１２倍）での被害が著しい朝倉市管理施設（約１７倍）、東峰村管理施設（約１２倍）での被害が著しい ＜＜＜＜平成平成平成平成29292929年年年年8888月月月月20202020日日日日 時点時点時点時点＞＞＞＞

〇 主な被害状況 〇 公共施設被害状況

〇 避難状況

※ 平成29年12月28日時点把握分

家屋被害家屋被害家屋被害家屋被害 2,501件

【住家】

〇全壊270件全壊270件全壊270件全壊270件　（朝倉市243件、東峰村26件、その他1件）

〇半壊834件半壊834件半壊834件半壊834件　（朝倉市794件、東峰村37件、その他3件）

〇一部損壊39件　（東峰村8件、その他31件）

〇床上22件　（東峰村12件、その他10件）

〇床下586件　（朝倉市421件、東峰村68件、その他97件）

【非住家】
〇その他750件　（朝倉市731件、東峰村7件、その他12件）

区　分 人数（件数） 内　訳

死者行方不明者死者行方不明者死者行方不明者死者行方不明者 39名
〇死者37名死者37名死者37名死者37名　（うち、朝倉市33名、東峰村3名、その他1名）

〇行方不明者2名行方不明者2名行方不明者2名行方不明者2名　(朝倉市2名）

※ 平成29年12月25日時点把握分

実避難者実避難者実避難者実避難者 0名
〇朝倉市朝倉市朝倉市朝倉市：11：11：11：11月25日避難所閉鎖月25日避難所閉鎖月25日避難所閉鎖月25日避難所閉鎖　　　　（最大時：1,204名が避難）

〇東峰村東峰村東峰村東峰村： ： ： ： 8月19日避難所閉鎖8月19日避難所閉鎖8月19日避難所閉鎖8月19日避難所閉鎖　　　　（最大時：486名が避難）

区　分 人数 内　訳

※ 四捨五入の関係で各項目と合計額が合わないことがある

うち

 　朝倉市被害額朝倉市被害額朝倉市被害額朝倉市被害額

 　 135億円 　 135億円 　 135億円 　 135億円（（（（17倍17倍17倍17倍））））

 　 　 　 　東峰村被害額東峰村被害額東峰村被害額東峰村被害額

  　  28億円  　  28億円  　  28億円  　  28億円（（（（12倍12倍12倍12倍））））

545 億円 212 億円

計計計計 1,100 億円1,100 億円1,100 億円1,100 億円 345 億円345 億円345 億円345 億円 3 倍3 倍3 倍3 倍

※ 平成29年8月20日時点把握分

6 億円 3 倍

その他 1 億円 7 億円 0 倍

水　道 17 億円

河　川

合合合合

計計計計

道　路 375 億円 119 億円 3 倍

3 倍

砂防・急傾斜 161 億円 1 億円 161 倍

1 億円 1 億円

河　川 102 億円 100 億円

砂防・急傾斜

計計計計 177 億円177 億円177 億円177 億円 172 億円172 億円172 億円172 億円

161 倍

水　道

市市市市

町町町町

村村村村

道　路 57 億円 65 億円

ー

その他 1 億円 5 億円 0 倍

計計計計 923 億円923 億円923 億円923 億円 173 億円173 億円173 億円173 億円 5 倍5 倍5 倍5 倍

水　道 17 億円 6 億円

その他

平成29年7月

九州北部豪雨

≪参考≫

平成24年7月

九州北部豪雨

平成29年（被害額）

／
平成24年（被害額）

6 倍

河　川 443 億円 113 億円 4 倍

被害額 被害額

県県県県

道　路 318 億円 54 億円

砂防・急傾斜 161 億円 1 億円
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平成29年7月九州北部豪雨 【被害の特徴】 福岡県
FukuokaPrefecture

≪ 県 土 整 備 部 ≫

〇〇〇〇 記録的豪雨（記録的豪雨（記録的豪雨（記録的豪雨（9999時間で時間で時間で時間で774mm774mm774mm774mm）により、山間部で多数の山腹崩壊が発生）により、山間部で多数の山腹崩壊が発生）により、山間部で多数の山腹崩壊が発生）により、山間部で多数の山腹崩壊が発生

〇〇〇〇 河川の氾濫に加えて、大量の土砂・流木が広範囲に流出するなど、これまでに例のない甚大な被害が発生河川の氾濫に加えて、大量の土砂・流木が広範囲に流出するなど、これまでに例のない甚大な被害が発生河川の氾濫に加えて、大量の土砂・流木が広範囲に流出するなど、これまでに例のない甚大な被害が発生河川の氾濫に加えて、大量の土砂・流木が広範囲に流出するなど、これまでに例のない甚大な被害が発生
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復旧に向けた取り組み（権限代⾏） 福岡県
FukuokaPrefecture

≪ 県 土 整 備 部 ≫

（九州地方整備局HPより）
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平成29年7月九州北部豪雨 【応急復旧状況】 （赤谷川：国、白木谷川：県） 福岡県
FukuokaPrefecture

≪ 県 土 整 備 部 ≫

⾚⾕川（上流） ⾚⾕川（中流） 白木谷川

流域内流域内流域内流域内にににに、、、、不安定不安定不安定不安定なななな状態状態状態状態でででで堆積堆積堆積堆積しているしているしているしている土砂土砂土砂土砂・・・・流木流木流木流木のののの流出抑制対策流出抑制対策流出抑制対策流出抑制対策がががが完了完了完了完了するまでするまでするまでするまで、、、、応急復旧工事応急復旧工事応急復旧工事応急復旧工事（（（（河道掘削等河道掘削等河道掘削等河道掘削等））））のののの継続継続継続継続がががが必要必要必要必要

応急復旧応急復旧応急復旧応急復旧 応急復旧応急復旧応急復旧応急復旧 応急復旧応急復旧応急復旧応急復旧

応急復旧応急復旧応急復旧応急復旧（（（（継続継続継続継続）））） 応急復旧応急復旧応急復旧応急復旧（（（（継続継続継続継続）））） 応急復旧応急復旧応急復旧応急復旧（（（（継続継続継続継続））））
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①雨量情報に関するプッシュ型メール ②簡易監視カメラによる画像

①雨量情報に関するプッシュ型メール （平成29年7月18日～開始）
②簡易監視カメラによる画像を配信 （平成29年9月29日～開始）

◆降雨による二次被害発生の恐れがあることから、監視体制や住民への情報提供を強化し、
早急な水防活動及び住民の適切な避難判断に活用することを目的に、対応を実施中。

＜プッシュ型メールの内容＞

� 情報提供の対象：朝倉市・東峰村の関係職員

� 朝倉市・東峰村の地上雨量計（７局）を活用

� 被害をもたらした一連の降雨後において、二次被
害が発生しなかった一定程度の降雨（15mm/h）を
メール配信の基準と設定

� 配信実績：６０回（H29.7.18～H29.10.20)

※福岡県及び国土交通省所管の雨量計のみを対象

：配信対象観測局

＜簡易監視カメラの内容＞

� 情報提供の対象：行政及び住民（一般公開）

� 朝倉地域において、11河川14箇所に設置
� 10分おきの静止画を河川課ＨＰにて公開
� 河道が閉塞していたこと、今後の復旧工事により

河床が大きく変動することを踏まえ、台風期に備え、
画像監視による応急的な対応を実施

白木谷川（前田橋上流）

赤谷川（久保垣橋）

白木谷川（前田橋上流）

（インターネット公開画像の例）

平成29年7⽉九州北部豪雨【水害危険性周知に関する対応】 福岡県
FukuokaPrefecture

≪ 県 土 整 備 部 ≫
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〇〇〇〇 再度の災害を防止する観点から、県が強く要望していた改良復旧について、県管理再度の災害を防止する観点から、県が強く要望していた改良復旧について、県管理再度の災害を防止する観点から、県が強く要望していた改良復旧について、県管理再度の災害を防止する観点から、県が強く要望していた改良復旧について、県管理13131313河川すべてで採択河川すべてで採択河川すべてで採択河川すべてで採択

〇〇〇〇 赤谷川水系については、全国で初めてとなる緊急対応の権限代行に引き続き、本復旧についても権限代行が決定赤谷川水系については、全国で初めてとなる緊急対応の権限代行に引き続き、本復旧についても権限代行が決定赤谷川水系については、全国で初めてとなる緊急対応の権限代行に引き続き、本復旧についても権限代行が決定赤谷川水系については、全国で初めてとなる緊急対応の権限代行に引き続き、本復旧についても権限代行が決定

平成29年7月九州北部豪雨 【河川の改良復旧】 福岡県
FukuokaPrefecture

≪ 県 土 整 備 部 ≫

■■■■ 埋塞の著しい施設を「全損」扱い埋塞の著しい施設を「全損」扱い埋塞の著しい施設を「全損」扱い埋塞の著しい施設を「全損」扱い

全国全国全国全国初の制度初の制度初の制度初の制度適用適用適用適用
〇 北川、白木谷川、赤谷川・乙石川、大山川

■■■■ 一連区間で埋塞が著しい河川一連区間で埋塞が著しい河川一連区間で埋塞が著しい河川一連区間で埋塞が著しい河川をををを

一定災一定災一定災一定災で採択で採択で採択で採択

埋埋埋埋塞が著しい河川への適用は塞が著しい河川への適用は塞が著しい河川への適用は塞が著しい河川への適用は初初初初

河川河川河川河川の一定災採択は平成の一定災採択は平成の一定災採択は平成の一定災採択は平成23232323年年年年のののの

東日本東日本東日本東日本大震災以来大震災以来大震災以来大震災以来6666年ぶり年ぶり年ぶり年ぶり
〇 北川、白木谷川、赤谷川・乙石川・大山川

■■■■ 水系内の支川を一つのまとまり水系内の支川を一つのまとまり水系内の支川を一つのまとまり水系内の支川を一つのまとまり

とみなしてとみなしてとみなしてとみなして助成事業を採択助成事業を採択助成事業を採択助成事業を採択
〇 桂川水系：桂川、荷原川、新立川、妙見川

〇 大肥川水系：大肥川、宝珠山川

※※※※ 一定災とは一定災とは一定災とは一定災とは
広範囲にわたって被災し、その被災の程度が激甚

であり、その被災施設を原形に復旧することが

著しく不適当な場合において、被災後の状況に

即応する被災箇所を含む区間全体にわたる一定

計画のもとに施行する必要最小限度の工事。
※「関連」とは災害関連事業、「助成」とは災害復旧助成事業、「復緊」とは河川災害復旧等関連緊急事業、「一定災」とは災

害復旧（一定災）、「特緊事業」とは特定緊急砂防事業のこと

復緊事業復緊事業復緊事業復緊事業 約約約約 350350350350 億円億円億円億円

約 350 億円

約約約約 424424424424 億円億円億円億円

約 336 億円

約 37 億円

約 51 億円

約約約約 210210210210 億円億円億円億円

約 134 億円

約 76 億円

約約約約 22222222 億円億円億円億円

約 22 億円

約約約約 1,0061,0061,0061,006 億円億円億円億円

佐田川水系

合 計合 計合 計合 計

北川

助成事業助成事業助成事業助成事業

桂川水系

関連事業関連事業関連事業関連事業

白木谷川

大肥川水系

１２１２１２１２月月月月２８２８２８２８日日日日　　　　事業採択箇所事業採択箇所事業採択箇所事業採択箇所

桂川水系

一定災一定災一定災一定災

赤谷川水系

事業種別 関連事業

事 業 費 約２２億円

事業期間 平成３１年まで

佐田川水系佐田川水系佐田川水系佐田川水系

佐田川水系佐田川水系佐田川水系佐田川水系

事業種別 復緊事業

事 業 費 約３５０億円

事業期間 平成３３年まで

桂川水系桂川水系桂川水系桂川水系

事業種別 助成事業

事 業 費 約１３４億円

事業期間 平成３３年まで

桂川水系桂川水系桂川水系桂川水系

事業種別 一定災

事 業 費 約３３６億円

事業期間 平成３３年まで

赤谷川水系

赤谷川水系赤谷川水系

赤谷川水系【

【【

【河川

河川河川

河川・

・・

・権限代行

権限代行権限代行

権限代行】

】】

】

事業種別 一定災

事 業 費 約５１億円

事業期間 平成３１年まで

北川北川北川北川

【国】筑後川本川

事業種別 復緊事業

事 業 費 約５２億円

事業期間 平成３３年まで

筑後川筑後川筑後川筑後川【【【【河川河川河川河川・・・・直轄直轄直轄直轄】】】】

桂川水系桂川水系桂川水系桂川水系

赤谷川水系赤谷川水系赤谷川水系赤谷川水系

事業種別 一定災

事 業 費 約３７億円

事業期間 平成３１年まで

白木谷川白木谷川白木谷川白木谷川

事業種別 特緊事業

事 業 費 約１７５億円

事業期間 平成３４年まで

赤谷川水系

赤谷川水系赤谷川水系

赤谷川水系【

【【

【砂防

砂防砂防

砂防・

・・

・直轄

直轄直轄

直轄】

】】

】

事業種別 助成事業

事 業 費 約７６億円

事業期間 平成３３年まで

大肥川水系大肥川水系大肥川水系大肥川水系

大肥川水系大肥川水系大肥川水系大肥川水系

11



緊急点検を踏まえた中小河川緊急治水対策プロジェクト 福岡県
FukuokaPrefecture

≪ 県 土 整 備 部 ≫

11
12


